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平
成
7
年
度
下
半
期

財
政

状

況

を
公
表

し

ま
す

区
で
は
、
区
の
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
財
政
状
況
を

年
2
回
、6
月
と
1
2月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
7
年
度
下
半
期
の
執
行
状
況
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図
表
は
平
成
8
年
3
月
3
1日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

平
成
7
年
度
一
般
会
計
予
算
現
額
構
成
比

歳 入
2, 226億円
( 100. 0%)

歳 出
2, 226億円
( 100. 0%)

平成7 年度各会計予算執行状況

区民一人あたりの区民税負担額と区支出額

区有財産の状況

一
時
借
入
金

7
年
度
下
半
期
(
1
0
月
1
日
～
3

月
3
1
日
)

に
は

、
借
入
は

あ
り
ま

せ
ん
で
し
た

。

特
別
区
債
の

現
在
高

区
の
施
設
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
大

規
模
な
建
設
事
業
等
に
は
、
一
時
的
に

多
額
の
財
源
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

の
財
源
補
充
の
た
め
区
が
長
期
に
わ
た

っ
て
借
り
入
れ
た
資
金
の
状
況
で
す
。

特別区債の現在高

<一般会計分>

<用地特別会計分>

平
成
7
年
度
下
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修

▽
西
部
福
祉
事
務
所
、
押
部
皿
沼
谷
在

家
住
区
セ
ン
タ
ー
完
成

▽
思
い
や
り

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
(
梅
島
駅
舎

改
良
工
事
)

▽
都
市
農
業
公
園
、
大

谷
田
南
公
園
開
設

▽
都
市
防
災
不
燃

化
促
進
事
業

▽
第
二
次
行
政
改
革
の

推
進

問
先
=
予
算
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

押部皿沢谷在家住区センター

大谷田南公園

足立区議会
議長・ 副議 長 決ま る

浜崎健一議長藤崎貞雄副議長

5月27日に足立区議会臨時会が開かれ、議長に浜崎健一
議員( 自由民主党)、副議長に藤崎貞雄議員( 公明) が
選出されました。

◎ エ クスプレ スは 奇数月1 日/ タ ブロイド 版は毎月5 日 ・15日 ・25 日 発行
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くらしの情報

本庁舎へのお問い 合わせは… …

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

国
保
・
年
金

国
民
年
金
積
立
金
は

施
設
建
設
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
支
払

い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
ら

れ
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に
長
期
低

利
で
融
資
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
「
年
金
積
立
金
還
元
融
資
」
を
受
け

て
建
設
さ
れ
た
主
な
施
設

▽
8
年
4
月
開
設
…
千
住
ス
ポ
ー
ツ
公

園
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
改
修

費
)
▽
8
年
1
月
開
設
・
:高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「西
稜
瀬
」、花
畑

セ
ン
タ
ー
(
体
育
館
)

問
先
=

国
民

年
金
課
推
進
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
保
養
施
設

国
保
課
で
は
、近
県
の
旅
館
等
を
「
国

保
指
定
保
養
施
設
」
に
指
定
し
て
、
国

保
加
入
者
の
方
が
利
用
す
る
際
に
、
利

用
料
金
の
一
部
を
助
成
(
大
人
3
千

円
、
子
供
千
迦
円
)
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
足
立
区
国
保
加
入
者
で
保
険

料
の
滞
納
の
な
い
方

申
込
=

施
設

へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
課
扱

い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約
1
逸

間
以
内
に
国
保
課
の
窓
口
で
利
用
承
記

書
を
受
け
取
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
料

金
な
ど
、く
わ
し
ぐ
は
案
内
チ
ラ
シ
(
区

民
事
務
所
・
国
保
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
)
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

表1　 国保指定保養施設

☆料金は、契 約穐金( 1 泊2 食忖・平日) から 肋成金を引いた 金額です

☆区民事墓所 、文化・スポーツ公社では申し 込 みでき ませ んのでご注 意く

ださ い

福

祉

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

満
州
亊
変
以
降
戦
傷
綢
死
さ
れ
た
旧

軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
等
の
遺
族
(
戦

没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親
族
で

、

法
で

定
め
る
先
順
位
者
)
で

、7

年
4

月
1
日
現

在
、
遺
族
内
に
公
務
扶
助

料
、
遺
籏
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
な

い
場
合
で

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
特
別
弔
慰
金
が
請
求
で
き
ま

す
。

▽
初

回
(
3

万

円
)
、
第
2
回

(
2
0万
円
)
、
第
3

回
(
1
2
万
円
)
、
第

4
回
(
3
0万
円
)
、
第
5
回
(
匐
刀
円
)

の
特
別
弔
慰
金
を
受
け
だ
方
か
、
こ
れ

ら
を
時
効
に
よ
り
尋
吁
ら
れ
な
か
つ
た

方

▽
元
年
4
月
1
日
か
ら
、7
年
1

月
冽
日
ま
で
に
、
公
務
扶
助
料
な
ど
の

受
給
権
者
が
い
な
く
な
り
、
新
た
に
特

別
弔
慰
金
の
受
給
権
奩
朞
た
遺
族
の
方

支
給
額
=
4
0万
円
(
1
0年
償
還
の
国

庫
債
券
)

期
限
=
1
0
年
1
月
3
1日

申
・
問
先
=
民
生
係

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

利
用
者
登
録
等
の
受
付

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
登
録
布
ぷ
ぴ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
予
約
事
移
を
福
祉
亊
務
所
で
取
り
次

い
で
い
ま
す
が
、
時
間
が
か
か
る
た
め

お
急
ぎ
の
方
や
午
前
1
時
以
前
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
予
約
は
、
在
宅
福
祉
課

に
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
先
=

在
宅
福
祉
課

生

活

環

境

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を
!

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
し
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
は
、
自
助
車
、
工
場

、
ビ
ル
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物

、
炭
化
水

素
な
ど
の
大
気
中
の
汚
染
物
質
が
、
太

陽
の
紫
外
線
を
受

け
て
化
学
反
函
を
起

こ
し
発
生
し
ま
す
。
目
や
の
ど
を
薊

激

し
た
り

。
植
物
に
も
被
害
を
与
え
ま

す

。
注
意
報
・
警
報
な
ど
が
出
た
と
き

は
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
に
ま
す
の

で
次
の
こ
と
に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

▽
な
る
べ
く
外
に
出
な
い

▽
屋
外
運

動
は
や
り
台

▽
自
動
車
の
運
転
は
で

謇
翕
こ
け
し
な
い

▽
目
や
の
ど
に
刺

激
を
感
じ
た
と
き
ほ
、
目
を
洗
い
、
う

が
い
奪
恚

※
被
害
を
受
け
た
と
き

は
、
最
寄
り
の
保
健
所
に
連
絡
し
て
ぐ

だ
さ
い

問
先
=

環
境
課
調
整
係

地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す

次
の
地
区
計
画
の
原
案
を
砒
覧
し
ま

す
。
こ
の
内
容
に
意
見
の
あ
る
関
係
者

の
方
は
、
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
花
畑
北
部
地
区
地
区
計
画

区
域
=
花
畑
一
丁
目
、花
畑
二
丁
目
、

花
畑
六
丁
目
、
花
畑
七
丁
目
、
南
花
畑

五
丁
目
の
各
地
内
縦
覧
期
間
=
6

月
1
4
日
～
2
7
日
意
見
書
提
出
期
間

=
6
月
1
4日
～
7
月
4
日

縦
覧
場

所
=
都
市
計
画
係

問
先
=
都
市
計

回
係
、地
区
ま
ち
づ
く
り
係

リサイクルの2 本柱

「集団回 収」と「資源ご み収集」
皆
さ
ん
が
リ
サ
イ
ク
ル
活
励
に
参
加

す
る
た
め
の
身
近
な
機
会
と
し
て
、
集

団
回
収
と
東
京
都
清
掃
局
が
竹
う
資
源

ご
み
収
集
が
あ
り
ま
す

。
表
2
の
と
お

り
、
7
年
度
に
お
け
る
集
団
回
収
と
資

源
ご
み
収
罌
重
の
合
計
は
約
2
万
3
千
t

で
。
ほ
ぼ
同
量
の
実
績
で
す
。

□
集
団
回
収

家
庭
か
ら
出
る
大
切
な
資
源
を
町
会
・

子
供
今
P
T
A

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が

自
発
的
に
回
収
し
、
回
収
業
者
に
売
り

払
う
活
励
で
す
。
現
在
、
約
5
7
0団体
が

区
に
登
録
し
、
日
々
活
動
を
耙
け
な
が

ら
大
き
な
功
纃
を
擧
げ
て
い
ま
す
。
区

で
は
、
こ
コ
し
た
集
団
回
収
の
活
動
を

推
壟
灸
だ
め
、
次
の
よ
う
な
支
援
亊

業
を
行
つ
て
い
ま
す
。

▽
回
収
実
績

に
応
じ
1
㎏
あ
た
り
6
円
の
報
奨
金
の

支
給
(
資
原
ご
み
収
集
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
)

▽
必
讐
な
笏
品
の
貸
し
出

し
(
空
き
缶
プ
レ
ス
機
・
プ
レ
(
ブ
倉

庫
・
折
畳
み
コ
ン
テ
ナ
・
運
搬
用
台
車
・

雨
よ
け
シ
ー
ト
)

▽
回
収
業
者
の
紹

介
ご家
庭
内
で
古
糖
や
古
紙
類
の
処
芬

に
お
困
り
の
方
は
、
ご
近
所
で
集
団
回

収
を
與
旆
し
て
い
る
役
釧
の
方
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。ま
た
新
た
に
集
団
回
収

夲
実
施
じ
た
い
と
お
耆
命

町
会
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
令
な
ど
は
相
談
に

応
じ
ま
す
。

□
あ
き
缶
や
傘
も
集
団
回
収
の
品
目
に

▽
あ
き
缶
・・・
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶

に
岔

そ

持
ち
込
め
ば
、
手
数
料
夲
払

わ
な
く
て
I

引
き
取
っ
て
く
れ
る
業
者

を
紹
介
し
ま
す

▽
傘
・・・
壊
れ
た
り
、

不
要
に
な
っ
た
傘
が
1
0
本
以
上
集
ま
っ

た
ら

、
ジ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
て

ぐ
だ
さ
い
。
回
収
に
う
か
が
い

ま
す
。
申
先
=

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
　
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

※
回
収
後
は
、
修
理
・
再
生
さ
れ
、
梅

島
駅
と
北
綾
瀬
駅
に
お
い
て

、
乗
降
客

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す

問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

表2　7 年度集団回収・清掃局資源ごみ収集量対比

足
立
区
奨
学
生
募
集
中

9
年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生
(

採
用
侯
禰
者
)
を
募
果
し
て
い
ま
す
。

対
象
=

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
・
:足
立
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
/
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
同
種
の
学

資
金
を
他
か
ら
借
り
受
け
て
い
な
い
方
/

都
内
ま
た
は
通
学
可
觴
碪
近
県
に
所

在
す
る
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
(
修
業
年
限
2
年
以
上
の

専
門
課
程
お
ぷ
ぴ
大
学
入
學
貪
格
奮
碍

ら
れ
る
修
業
年
限
1
年
以
卜
の
高
等
課

程
)
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
方
(
在

学
中
も
可
)
/
学
業
成
績
が
良
好
で
心

身
と
も
に
健
余
な
方

募
集
予
定
人
員

と
貸
付
額
=
下
表
の
と
お
り

申
込
=

区
立
中
学
1
年
生
は
各
中
学
校
/

そ
の
他
の
方
は
学
務
課
振
興
係

期
間

=
6
月
扣
日
～
2
8
日
問
先
=
学
務

課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

募集予定人員と貸付額

区役所のご案内
中央本町1- 17- 1　( 3880) 5111 ㈹

交
通
案
内

東武線　巻島駅から徒歩約12分
五反野駅　〃　　15分

バ ス
①国 道4 号経由

都バス( 北千住駅 ←→足立区役所)
都バス( 北千住駅 ←→竹の厦皿または足立丿青籘工 楊)

※ 足立区役所また は足立区役所前 下車
②花 畑街道経由

東武バス( 北千住駅 ←→花畑車庫または花畑桑錘団 地)
東武バス( 五反野駅 ←→花畑車庫または花畑桑袋団 地)

※ 四ツ 家町下車徒歩約13 分
③環 七経由

都バス・東武バス( 王子駅←→亀有駅)
※ 本町五丁目下車徒歩約10分

④環七 ・旧 日光街道 経由
都バ ス( 王子駅 ←→千 住車庫) ※ 梅 島駅下車徒歩約10分

身 体の不自 由な方等 の専 用送迎車( 無料) 　1 日7 便
身 体の不自由な方 ・お年寄り の方等 のための送迎車を 運

行し てい ます( 時刻表 ・停 留所位置図 は、あだち広報エク
スプレ ス5 月1 日 号をご 参照く ださい) 。
・利 用対象… 障害者、 高齢者、傷病者、 妊婦等とその介 護者
・利 用可能人員… 車い す2 台、一般席7 人まで( ワゴン車)
・停留 所位置… 綾瀬、五 反野、西新井、 梅鳥各駅の周辺
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健

康

お気軽にご参加

<ださい

成人病健康教室

成
人
病
健
康
診
査
(
区
内
医
療
期
聞

実
施
)
奮
叉
け
た
方
を
対
象
に
、
保
健

所
、
保
健
相
談
所
で
健
頡
教
室
を
行
つ

て
い
ま
す
。
健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健

康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

日
時
等
=

表
3
の
と
お
り

定
員
=

各
匍
人
(
先
着
順
)

申
込
=
各
保

健
所
・
保
健
相
談
所
に
電
話

持
ち
物
=

成
人
病
健
診
結
果
票

※
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
。
一
般
の
方
で
も
甲

に
込
み
が
で
き
ま
す

表3　 成人病健康教室

※時間はいずれも午後1 時30分から3 時30分

動物無料相談と
犬の登録・狂犬病予防注射

日
時
等
=

表
4
の
と
お
り
(
雨
天
実

施
)

内
容
=
足
立
区
獣
医
師
会
に

よ
る
勦
物
の
飼
い
方
、
健
康
相
談

費

用
=

無
料

※
会
場
で
は
、
登
録
お

よ
び
、
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で
な

い
犬
の
登
録
、
注
射
も
行
い
ま
す

費

用
=

未
登
録

犬
・・・
6
千
3
2
0円
/

未
注

射

犬
…
3

千
3
2
0円

問
先
=

足

立

保

健

所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表4　 犬の登録と狂犬病予防注射日程

お

知

ら

せ

消
費
者
講
座

「
知
っ
て
得
す
る
夏
休
み
旅
行
計
画
」

お
ト
ク
な
切
符
の
買
い
方
っ
て
あ
る

の
?
パ
ッ
ク
旅
行
は
ト
ラ
ブ
ル
だ
ら

け
?
旅
を
楽
し
む
た
め
に
、
ぜ
ひ
知
っ

て
お
き
た
い
お
話
で
す
。
日
時
=
7

月
4
日
禾
)
・
5
日
(金
)
、
い
ず
れ
も

午
後
2
時
～
4
時

場
所
=
エ
ル
ーソ

フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤

の
方

内
容
・
講
師
=
1
日
目
・
:「
切

符
り
か
し
こ
い
買
い
方
」
は
ら
ひ
ろ
し

氏
(
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
/
2

日
目
・・・
「
パ
ッ
ク
旅
行
を
楽
し
む
た

め
に
」
菅
生
洋
氏
(
咄
日
本
旅
行
業

協
会
法
務
弁
済
部
副
部
長
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
O
)
5
3
8
5

男
性
の
た
め
の
一
日
介
護
教
室

高
齢
社
会
が
急
速
に
進
む
な
か
、
介

護
を
必
要
と
す
る
人
の
数
も
爛
え
て
い

ま
す
。
今
ま
で
女
性
に
任
せ
て
い
た
介

護
を
、
男
怯
り
目
分
自
身
の
問
窄
と
し

て
と
ら
え

、
す
ぐ
に
役
立
つ
介
護
方
法

を
、
体
験
的
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
7

月
7
日

亘

、
午
前
1
0時

～
午
後
1
時

対
象
=
区
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
男
性

定
員
=
3
0
人

費
用
=
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費
実

費
負
想

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、

電
話
番
号
、「
介
護
教
室
」
と
明
記

期
限
=
6
月
2
6日
必
着

塀
・
申
・

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
m一

梅
田
7

甲
I

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

「
青
年
末
来
来
　
探
検
隊

安
心
　
お
い
し
い
　
気
持
ち
い
い
の
が
い
い
な
!
」

自
然
が
大
好
き
、
田
舎
大
好
き
、
旅

が
大
好
き
の
青
年
集
ま
れ
。
自
分
の
力

で
未
来
を
切
ひ
開
く
た
め
の
生
活
塾
の

開
催
で
す
。

日
時
・
内
容
・
講
師
=
6

月
召
二

木
)
、
午
後
7
時
7
9

時
「地
球
の
未
来
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
の
?
」
中
村
正
子
氏
(
フ
リ
ー
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
)
/
7
月
6
日

王
)
。

午
後
L
時
～
4
時

「洗
びん
工
場
見
学

会
」
戸
部
昇
氏
/
ヱ
浸
冐
(

木
)
、

午
後
7
時
―
O
T時
「
世
界
を
駆
け
る
日

本
の
お
金
」田
中
一
民
(
グ
ル
ー
プ
K
I
K
L

代
表
)
/
旦
月
2
9日
(
木
)
、

午
後
7
時
I
9
時
「環
境
先
進
国
つ
て

ど
ん
な
I
」小
沢
徳
太
郎
氏
(
環
境
問

題
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
)
/
l
月
S
は
　

王
)
、午
前
1
時
1
午
後
4
時
「農

作
業
体
験
(
埼
玉
県
小
川
町
の
農
家

で
)
」/
1
0
月
肌
日
(
木
)
、午
後
7
時

～
9

時

「
自
分
た
ち
で

未
来
を
ひ
ら

く

」
中
村
正
子

氏

対
象
=

青
年
男

女

定
員
=
3
0

人

費
用
=

無
料
(
た

だ
し

、
見
学
会
倉
用
は
実
費
負
担

柵
・
申
・
問
先
=

青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

あ
だ
ち
区
民
環
境
フ
ェ
ア
'
9
6
に
集
合
!

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
研

究
発
表
等
を
付
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
い
ま
足
も
と
を
見
つ
め
直
す
と

き
」。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
日

時
=
6

月
2
2日
王
)
・
匐
尽
日
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
所
=
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内
容
=
パ
ネ
ル
展

示
/
産
直
野
菜
販
売
(
2
2
日
の
み
)
/

ク
イ
ズ
/
関
磐
品
成
制
度
案
内
/
ビ

デ
オ
上
映
/
公
開
授
業

問
先
=
環

境
課

夏
花
品
評
会

日
時
=
6
月
切
日
(
火
)
、午
後
L
時

L
か
時
・
6
月
1
9
日
(
水
)
、午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
場
所
=
区
役

所
中
央
館
ア
ト
リ
ウ
ム

内
容
=
区

内
の
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
夏
菊
、
ユ

リ
な
ど
約
回
覃
展
示

※
1
8日
、
午

後
L
時
か
ら
先
肴
剳
人
に
智
花
を
配

布
し
ま
す

問
先
=

農
産
係

特
別
区
職
員
募
集
(
Ⅲ
類
・
保
健
婦
<
士
>
)

試
験
日
=
9
月
1
5
日
(
日
)
採
用

予
定
年
月
日
=
9
年
4
月
1
日
以
降

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等
=
下
表
の

と
お
り
郵
送
申
込
期
限
=
8
月
1
9

日
消
印
有
効
持
参
申
込
期
限
=
▽

都
内
各
区
役
所
・
・
・
8
月
1
9
・
2
0
日
▽

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
…

8
月
1
9
日
～
2
1
日
※
い
ず
れ
も
午
前

m
賻
～
午
後
i
時
申
込
書
類
配
布

=
都
内
各
区
役
所
ま
た
は
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
申
・
問
先

=
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

課
〒
1
0
2
千
代
田
区
九
段
北
1
-
―
-
4

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

～
9

□
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
8

月
甘

召

、卯
旦
さ

、午

曽

慾

分
～
午
後
1
時
3
0分

場
所
=

東
京
区
政
会
館

内
容
=

各
区
の

特
色
等
(
足
立
区
は
2
0日
、
午
後
の
予

定
)

問
先
=

職
員
課
人
事
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

職種および受験資格等

児
童
育
成
手
当
の
支
給
要
件
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
子
を

養
育
じ
て
い
る
ひ
と
ひ
親
家
庭
で
、
子

供
が
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
場
合
で
も
、

事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
な
け
れ
ば
育
成

手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。

問
先
=
児
童
手
当
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ

ろ

ば
=
催
し
物
=

☆
朗
読
の
I
=
「
斎
藤
隆
介
全
集
よ
り
」7

月
6
日

王
)
、
午
後
―
時
/
竹
の

塚
区
民
ホ
ー
ル
/
無
料
/
直
接
会
場
へ
/

前
田
　
(
3
8
9
8
)
1
0
9
8

☆
病
人
食
料
理
講
座
「
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
治
癒
1
6

月
2
9日

王
)
、

午
後
L
時
～
4
時
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/

勁
円
(
教
材
費
)
/
6
月
2
6日
ま
で

に
電
話
/
田
代

(
3
8
6
0
)
4
3
8
6

☆
で
て
こ
い
サ
ー
ク
ル
第
1
5回
バ
ザ
ー
6

月
3
0日

亘

、
午
前
1
0時
～
午
後
1

時
/
竹
の
筱
障
害
狎
誕
/

提
供
品

回
収
日
6
月
1
7日
か
ら
/
中
島

(
3
8
8
4
)
2
2
7
6
(

夜
間
)

☆
足
立
子
供
劇
場
『
ジ
グ
の
空
想
音
楽

会
』
6

月
凶
日
(
日
)
、
午

後
6
時
/

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
金
沢

(
3
8
8
3
)
9
7
3
8
(

夜
間
)

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
6
月
3
0
は
　

亘

、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時
/
し

よ
う
ぶ
沼
公
園

※
出
店
者
も
募
集
し

て
い
ま
す
(
出
店
料
千
円
)
/
山
口

(
3
6
2
0
)
6
8
0
9

=
募
集
=

☆
毛
筆
書
道
(
藤
花
会
)

月
3
回
(
月

曜
日
)
、
午
後
1
時
～
4
時
/
桜
花
亭

ほ
か
/
入
会
早
円
、
月
額
千
海
円
/

田
中
　
(
3
8
8
3
)
9
7
0
4

☆
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
(
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

フ
レ
ッ
ド
)

月
3
回
(
水
曜
日
)
、

午
後
7
時
～
9
時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
月
額
4
千
円
/
日
原

(
3
8
8
4
)
4
7
5
7

☆
エ
ア
ロ
ビ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(
E
R
A
)

毎
週
金
曜
日
、
午
教

…蒔
(
第
1

謹
日
は
正
午
か
ら
)
/
う
さ
つ
き

館
ほ
か
/
入
命
等
平
円
、
月
額
1
千

円
/
子
供
連
れ
可
/
納
谷

(
3
8
5
5
)
4
5
8
5

☆
パ
ス
テ
ル
画
同
好
会
(
虹
の
会
)

毎
週
火
曜
日
、午
後
1
時
～
3
蒔
/
中

央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
1
千
哨

円
/
加
藤

(
3
8
8
7
)
5
7
1
7

掲
示
板

□
手
話
講
習
会

日
時
=
7

月
4
日
～
1
2月
1
2日
(

毎

週
木
曜
日
)
、
午
後
6
時
4
5分
-
8
時

猖
が

対
象
=

手
話
に
感
心
の
あ
る

方
、
ど
な
た
で
も

定
員
=

初
級
3
5

人
・
中
級
3
0人

費
用
=

無
料
(
テ

キ
ス
ト
代
実
費
負
担
)

申
込
=
電

話
(
先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
=

都
立
大
谷
田
更
生
館

(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

F
A
X
(
3
6
2
8
)
9
4
0
9

□
や
さ
し
い
労
働
問
題
(

足
立
教
室
)
　

「
高
齢
者
と
生
き
る
」

日
時
=
7

月
4
日
(
木
)
、9
日
(
火
)
、U

は
(
木
)

午
後
1

時
巧

分
L
8

時
4
5

分

場
所
=

北
千
住
駅
ピ
ル
7

階
W
I
X

サ
ロ
ン

内
容
=

高
齢
社
会
で

仕
事
と
介
護
を
両
立
さ
せ
る
万
法

定

員
=
1
9
0
人
(
先

着
順
)

費
用
=

無

料

申
・
問
先
=

都
・
王

子
労
政

事

務
所

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

□
公
開
講
座
「ワ
ー
プ
ロ
入
門
」
初
級

日
時
=
7

月
2
2日
～
2
5日
、
午
後
2

時
r
6
時
(
全
4
回
)

対
象
=
区
内

在
住
の
成
人
の
方

初
心
者
)

定
員
=
2
0

人
(
抽
選
)

費
用
=

無
料

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
7

月
6
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

都
立
足
立
高
等
学
校
公
開
講
座
係

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
-
3
-
9

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

□
短
期
講
習
「
第
1
種
電
気
工
事
士
(
学

科
)
」

日
程
=
8
月
2
1
日
～
9
月
2
5
日
、
午
後

6
時
～
9
時
1
0
分
※
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
1
0日
間

対
象
=

第
L
種
電

気
工
事
士
試
験
を
目
指
す
在
職
者

定

員
=
4
5
人

費
用
=
3
千
円

申
込
=
7

月
2
日
(
火
)
、午
後
1
時
ま
で
に

直
接
来
校

※
定
員
を
越
え
る
場
合
は

抽
選

場
・
申
・
問
先
=
都
立
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校
・
能
力
開
発
課

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8
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い
い
汗
流
そ
う
!
!

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た

区
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
社
会
=

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
区
内
で
、
一
番

大
さ
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
全
面
改
修
が
終
了

し
ま
し
た
。手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
た
い
人
か
ら
一
歩
進
ん
だ
本
格
派
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ま
で
ど
な
た
で
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
※
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
全
施

設
完
成
を
配
念
し
て
無
料
開
放
を
実
施

し
ま
す
日
時
=
6
月
2
2
日
王
、

午
後
1
時
～
5
時
内
容
=
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ル
ー
ム
体
験
教
室
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
体
力
測
定
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
教
室
(
小
学
生
以

上
)

棚
・
問
先
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
　
(
3
8
5
9
)
8
2
1
1

体
育
課(

3
8
8
0
)
5
1
1

士
㈹

ち
び
っ
子
野
菜
収
穫

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

日
時
=
7

月
2
7日

王
)
、
午
前
9
時
3
0

分

雨
天
決
行
)

集
合
場
所
=

西
保
木
間
公
園

対
象
=
区
内
在
住

の
親
子
(
小
学
生
以
上
、5
0組
、抽
選
)

内
容
=
親
子
で
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら

各
農
園
を
回
り
、野
菜
(
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

小
松
菜
、
枝
豆
等
)
を
収
穫
し
ま
す

※
弁
当
・
水
筒
・
軍
手
・
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

費
用
=

無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、親
子
の
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
。

「ち
ぴ
つ
子
野
菜
収
穫
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
希
望
」
と
明
記
(
返
信
用
に
も

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
)

期
限
=
7

月
7
日
必
着

主
催
=

足

立
区
農
業
生
産
者
ク
ラ
ブ

申
・
問
先
=

農
産
係

〒
圀
中
央
本
町
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

旧
千
住
本
庁
舎
の
物
品
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す

新
庁
舎
へ
の
移
転
に
伴
い
、
旧
千
住

本
庁
舎
で
使
用
し
て
い
た
物
品
の
一
部

后
罠
の
皆
さ
ん
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま

す
(
無
僕
)
。
な
お
、
使
用
可
能
な
も

の
は
新
庁
舎
に
お
い
て
も
便
用
す
る
と

い
う万
針
で
移
転
を
行
っ
た
た
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
と
し
て
提
供
し
て
い
る
物
品

に
は
限
り
が
あ
り
季

ゐ
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

日
時
=
6

月
2
3日
亘

、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
場
所
=
旧

千
住
本
庁
舎
(
千
住
1
-
4
-
1
8
)
内

容
=

折
り
畳
み
い
す
、
消
火
器
、
灰

皿
、
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
ほ
か

※
一
人
で

も
多
く
の
方
に
再
活
用
い
た
だ
く
た

め
、
一
人
当
り
の
配
付
数
量
を
制
限
し

て
い
ま
す

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
庁
舎
管
理

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

スケッチ
あだち

新庁舎
前の広 場で

フリー

マーケット

好
天
に
恵
ま
れ
た
5
月
2
6日
、
新
庁

舎
広
場
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
コ
ン
ポ
ス

ト
の
展
示
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
情

報
、
親
子
で
楽
し
む
リ
サ
イ
ク
ル
の
コ

ー
ナ
ー
も
設
置
。
ま
た
庁
舎
ホ
ー
ル
で

は
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
区
内
で
活

動
し
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
も
あ
っ
て
、
午
前
1
0時
の

オ
ー
ブ
ン
か
ら
お
よ
そ
5
千
人
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

元
気
に
育
っ
て
ね

里
親
制
度
の
魚
た
ち
を
毛
長
川
に
放
流

5
月
1
5
日

、
魚
の
里
親
制
度
で

育
て
ら
れ
た

「
メ
ダ
カ
」
「
ド
ジ
ョ
ウ
」
「
ビ
リ
ン
ゴ
(
(

ゼ

の
仲
間
)
」
な
ど
が

。
毛
長
川
に

放
流
さ
れ
ま

し
た

。

こ
れ
は
、
冬
の
閧
、
用
水
が
止
ま
り
、
川
の

水
質
が
悪
化
す
る

た
め

、
魚
た
ち
を
近

隣
の
小

学
校
で
育
て
て

、
水
質
の
良
く
な
る
春
に
再
び

川
に
か
え
す
も
の

。
こ
の
日
は
舎
人
第
一
小
学

校
の
子
供
た
ち
が
、
昨
年
秋
か
ら
4

校
で
飼
育

し
て
い
た
約
千
2
0
0匹
の
う
ち
湧
匹
を
故

郷
の
川

に
か
え
し
ま
した
。

短
い
期
間
で
し
た
が
、

こ
の
間
に
産
卵
し
た
魚
も

い
た
り
、
一
生
懸
命
に
面

倒
を
み
て
き
た
子
供
た
ち

の
顔
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ

み
し
そ
う
で
し
た
。

まちの中にも

自 然がいっぱい

ア
ゲ
(

や
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
の
幼
虫
に

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
・・・
5
月
2
6
日
、

生
物
園
の
庭
園
で

「
昆
虫
と
自
然
観
察

会

」
が
行
わ
れ

、
3
5人

の
親
子
連
れ

が

、
身
近

な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た

。

お
母
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
し
だ
江
北
四

丁
目
の
高
山
幸
太
君
と
祥
君
は

。
昆
虫

が
大
好
き
。
生
物
園
に
も

何
回
も
来
て
い
る
そ
う
で

す
。
た
ま
た
ま
目
黒
区
か

ら
遊
び
に
来
て
い
た
昆
虫

大
好
き
親
子
も
、
ヤ
ゴ
の

抜
け
殻
な
ど
を
土
産
に
大

満
足
で
し
た
。

あ

っ
!

柳
原
千
草
園
に
カ
ル
ガ
モ
が
来
た

「
柳
原
千
草
園
に
5
月
6
日
ご
ろ

か
ら
カ
モ
が
来
て
い
ま
す
」
と
お

便
り
を
ぐ
れ
た
の
は
、
柳
原
在
住

の
白
島
さ
ん
。
こ
の
カ
モ
は
カ
ル

ガ
モ
。
園
内
に
あ
る
池
の
コ
ケ
な

ど
を
食
べ
に
来
た
よ
う
で
す
。

白
島
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
千
草
園
に

は
、
カ
モ
の
ほ
か
、
メ
ジ
ロ
な
と
多
く

の
野
鳥
が
来
る
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん

も
、
気
軽
な
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

カ ワ セ ミも い る よ

み
ん
な
の
声
援
を
受
け
て
ヨ
ー
イ
ド
ン

心
障
学
級
八
校
連
合
陸
上
競
技
大
会

「
練
習
の
成
果
を
出
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
」
第
十
三
中
学
校
の
5

人
に
よ
る
選
手
宣
誓
で
始
ま

っ
た
心
障
学
級
八
校
連
合
陸
上

競
技
大
会
(
5
月
2
3日
、
千
住

ス
ポ
ー
ツ
公
園
)
。

8
2人
の
参
加
者
は
、
保
護
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
声
援
を
受
け
て
、
徒
競
走

や
綱
引
き
な
ど
で
競
い
、
汗
を
流
し
ま

し
た
。
激
し
い
雷
雨
で
残
念
な
が
ら
午

後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
八
校

連
台
大
会
は
、
陸
下
競
技

大
会
の
ほ
か
、
秋
に
は
球

技
大
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く

だ
さ
い
。

こ のコ ーナーで は、まちの情 報・話 題を お待 ちし てい ます 。 問先=広報課　〒120中央本町1- 17- 1　3880- 5111( 代)

◎「あ だち広報 」は再 生紙を使 用し てい ます T　240, 000


